
感謝の気持ちを表す際の適量ってどれ

くらいなのでしょう。 

デール・カーネギーも、彼の著書「人を

動かす」で、「人を動かす秘訣はこの世

にたった一つしかない。この事実に気

付いている人は甚だ少ないように思わ

れる。」と言っています。人を動かす一

つの方法は、「自ら動きたくなる気持ち

を起こさせること。」これが秘訣だと言っ

ています。そして彼はこう付け加えてい

ます。「重ねて言うが、これ以外に秘訣

はない！」 

さて、どうしたら他者に自ら動きたく気

持ちを起こさせることができるのでしょう

か。デール・カーネギーは、こうも言って

います。「人を動かすには相手の欲し

がっているものを与えるのが、唯一の方

法である。」と。 

さて、相手が欲しがっているもの、それ

は何でしょうか。心理学者のウィリアム・

ジェイムズ氏が「人間の持つ性情のうち

で最も強いものは他人に認められること

を渇望する気持ちである」と言っていま

す。ここであえてジェイムズ氏が「渇望

する」という言葉を使っている事に注目

してみましょう。認められたい、感謝さ

れたい願望は、人間の心を揺さぶって

いる焼けつくような渇きなのです。 

また、その自己重要感に対する欲求

は、人間と動物とを区別する主な人間

の特性とも言えます。たとえばリスをみ 

てみましょう。集めたどんぐりの数が少

ないとか、見た目が可愛くないからと

言ってしょげているリスがいないというこ

とを想像するとわかりますよね。 

自己重要感を与えるには、あなたが

知っている相手の長所を伝え、それに

対して敬意を表すことです。感謝の気

持ちは惜しみなく十分に表現しましょ

う。そして見つけた長所は言葉で表現

するようにしましょう。これは多くの人か

ら慕われている方々の世界共通の哲

学とも言えます。 

さて、感謝の気持ちを表現する４つの

キーポイントについてみていきましょう。

これらをマスターできれば、人を育て、

導き、強力なリーダーシップを発揮する

ことができます！さらに、これらのキー

ポイントはセールス、プレゼンテーショ

ン、子育て、パートナーシップなどビジ

ネスでもプライベートでも、とても役立つ

アイディアとなることでしょう。 

まず初めに！ 

1.率直で誠実な感謝や賞賛の気持ち

を伝えましょう。 

誠実に感謝の気持ちを伝えることがと

ても大切です。自分に置き換えて考え

ても、私たちは、相手の言葉が誠実な

言葉か、そうではない言葉かは簡単に

気づくことができると思いませんか？自

分の欲求を忘れて、他人の長所を考

え、心から共感し、惜しみなく賛辞を与 
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えましょう。そうすれば、相手はそれを

心の奥深くにしまって大切にします。与

えた本人が忘れても、受けた相手はい

つまでも忘れないで慈しむことでしょう。 

さて、次のキーポイントに参りましょう。 

2.批判、非難もしない。不平も言わな

い。 

リーダーシップを発揮する際、コーチン

グや評価面談など、我々は人を育て、

導く場面に遭遇します。ご存じのとおり、

私達は批判を受けた瞬間、耳を閉ざし

てしまいます。もしも相手の成長のため

のメッセージを伝えたいのであれば

「グッド&ベター」で伝えましょう。つまり、

彼らが行っている良い点を「グッド」とし

て伝え感謝し賞賛します。そしてその後

に彼らの行動でさらに良くなると思われ

る点「ベター」を伝えます。たとえ彼らの

成果が期待値まで到達していなくても

「ここまではできていて素晴らしいです

ね。」「この部分はよくできましたね」と伝

えた後に「あなたならここまで目指せま

すよ！」というように激励するのです！

そうすれば、彼らは好意的に耳を傾け

てくれることでしょう。

 

さらに、次のキーポイントを見てまいりま

しょう。 

3.相手が重要な人であると伝えましょ

う。 

私達は好きな相手の話に耳を傾けま

す。そして私達は自分のことを好きに

なってくれる人を好みます。他者に備

わっている特性を認めることは、重要感

を与える事になります。それが彼らの心

をひきつけ、彼らの自発的な行動を促

します。彼らが私たちの期待に応えた

い！と思っているのでパフォーマンスも

向上していくという好循環を生むことが

できます。 

次は、最後のキーポイントです。 

4.相手が受けて正当と思われる評価

を十分に与えましょう。 

想像してみてください。 

優しさにあふれ、周りとの協調性を重

んじるばかりに、自分の持っているアイ

ディアを主張したり柔軟性を発揮する

ことができています。そんな方がいると

します。そんな時は、この方が本当は

持っている素晴らしいアイディアや柔

軟性の部分をしっかりと見て、ポテン

シャルを認めてあげる事で、その方は

それらの要素を勇気を持って発揮しは

じめることが起こります。このように、私

達の中に眠っているダイヤの原石のよ

うな磨けば光るその方の資質を引き出

すことにより、あなた自身と他者を成功

へ導いていきましょう。その方は思いが

けない特性というダイヤモンドの原石を

あなたが発見してくれたことに感動し、

それを大切に磨きつづけることでしょ

う。 

さあ、4つのキーポイント、いかがでした

でしょうか。 

今では、科学的にも、褒められたり、承

認されたりすると「セロトニン」という物

質が出て、それがモチベーションアッ

プにつながる。などともいわれるように

なりました。北風と太陽でいえば、太陽

のようなリーダーシップのほうが、相手

は好意的にそして積極的に最大限の

パフォーマンスを発揮してくれるので
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す。 

そう、「誠実な」感謝や賞賛の適量

は、多ければ多い程良い！ということ

なのです！ 




